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計算尽くの女子高生がエンジェル投資家に憧れて…

シーズン3 <  3  > ver.0.2

→ 保伊佐　保のメモ「前野芽里について」 ←

□ ページ  2  □

◇　　◇　　◇

　きっかけ。彼女が【計算尽くの女の子】と呼ばれた理由……

◇　　◇　　◇



□ ページ 3 □

□ ページ 3  □

　お疲れ様です。フリーライターの保伊佐　保［ホイサ　タモツ］です。

今回は皆様に

【計算尽くの女の子】いや、今は【計算尽くの女子高生】か。。。。

である【前野芽里】について報告しようと思います。

◇　　◇　　◇

俺は“ナゾが多すぎる”前野芽里の“過去”と“これからの計画”

を暴くべく、前野芽里本人や近辺を調査している。

◇　　◇　　◇

箇条書きですが、ご覧ください。
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□ ページ 4 □

●　前野芽里の過去　１　●

○１２歳以前の生い立ち一切不明

○中学入学時期に両親が２人で旅行中、渡航先で行方不明になる

　（現在も行方不明で捜索は“中断”している）

○両親が行方不明になって数日後、

　アライバ・コーポレーションの荒伊波［アライバ］会長が

　「遠縁だ」と名乗り出て、保護者となる（前野芽里の名前も顔も非公開とされた）

○荒伊波会長から“家を含むあらゆるもの”を提供され、生活を始める

　（実質、面倒をみているのは【秘書ヒサゴ】である）

○徐々にインターネットの利用頻度が増えていく

○ブログ等で自身の“夢”などを語るようになる

　（当時は普通の中学生。目立ってはいなかった）

○自身の情報発信を始めて数ヵ月後、人が羨む夢のような出来事を次々と



　

　叶えていく。（当時は【荒伊波会長の差し金説】などあったが、

　“差し金”だけでは説明できない部分も多く、

　やがて【幸運な女の子】と呼ばれるようになる）

○【前野芽里】に興味を持った人々（俺もその中の一人）が、

　彼女の過去ログを辿ると、語っていた夢がことごとく

　現実になっていることに気がつき、ネット上で話題になる

○人々が集めた情報を分析すると、意味の無い行動に思えることも

　“夢を現実にする為の布石”に解釈できる箇所がいくつもあった

　（この頃から【計算尽くの女の子】と呼ばれるようになる）
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□ ページ 5  □

●　前野芽里の過去　２　●

○政府の“目玉政策”の一つ【ココロミ政策】が話題になりはじめ、

　ネット上でも誰が【ココロミ大使】になってほしいか。など

　議論されることが多くなる

○政府が【ココロミ大使】を任命する数日前から

　「前野芽里をココロミ大使にしよう」という、運動のような

　いわゆる【祭り】状態が続く

○中学２年生になった前野芽里が【ココロミ大使】に任命される

○到底、中学生とは思えない発想と行動力で【ココロミ大使】の責務を果たしていく

○【ココロミ大使】として、あらゆるジャンルに「トライアル　アンド　エラー」をしていくが、

　その行動に酷評、誹謗・中傷は常に存在し、他の【ココロミ大使】は耐え切れず、

　自ら辞任することもあった。中学生である前野芽里にも容赦はなかったが、

　彼女はそれらを受け止め、理解し、適切に処理していく
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□ ページ 6 □

　と、まぁ、こんな感じです。

主要な部分のみです。まだまだありますし、これからも増えます。

【前野芽里の過去】を調査してると言っておきながら、

１２歳以前の情報がないのは“俺の中で大雑把なイメージはある”が、

証拠も無いし、予想の域を出ないので本人を問い詰めて

事実確認をしてから、公開したいと思う。

◇　　◇　　◇

ちなみに今日の夕食は

“レタスと白菜のゴマ油炒めワサビ風味”の予定だ。

今ウチには、その材料しかないからな。

★　計算尽くの女子高生がエンジェル投資家に憧れて…

　　シーズン3 <  3  > ver.0.2……終
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